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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成21年3月12日(2009.3.12)

【公開番号】特開2007-196591(P2007-196591A)
【公開日】平成19年8月9日(2007.8.9)
【年通号数】公開・登録公報2007-030
【出願番号】特願2006-19782(P2006-19782)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｍ   5/26     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/244    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｍ   5/26    　　　Ｙ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５１６　
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５２２Ｐ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５６１Ｎ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５６１Ｐ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５２２Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成21年1月27日(2009.1.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光透過性の基板上に、少なくとも第１の記録層と、半透過性反射層と、光透過性材料層
と、第２の記録層と、反射層とが形成されて成り、上記第１及び第２の記録層が有機色素
を含有して成る光記録媒体において、
　上記第１の記録層に、少なくとも下記化１に示す一般式（式中、Ｒ１は炭素数１～４の
アルキル基を表し、Ｒ２、Ｒ３はそれぞれ炭素数１～４のアルキル基、ベンジル基又は連
結して３～６員環を形成する基を表し、Ｙ１、Ｙ２は各々独立に有機基を表し、ＸはＣｌ
Ｏ４、ＢＦ４、ＰＦ６、ＳｂＦ６を表す）で表される有機色素と、下記化２に示す一般式
（式中、Ｒ１、Ｒ４は炭素数１～４のアルキル基を表し、Ｒ２、Ｒ３はそれぞれ炭素数１
～４のアルキル基、ベンジル基又は連結して３～６員環を形成する基を表し、Ｙ１、Ｙ２
は各々独立に有機基を表し、ＸはＣｌＯ４、ＢＦ４、ＰＦ６、ＳｂＦ６を表す）で表され
る有機色素とを有するか、又は、上記第１の記録層に、少なくとも下記化３に示す一般式
（式中、Ｒ１、Ｒ２は炭素数１～４のアルキル基を表し、Ｙ１、Ｙ２は各々独立に有機基
を表し、ＸはＣｌＯ４、ＢＦ４、ＰＦ６、ＳｂＦ６を表す）で表される有機色素と、下記
化４に示す一般式（式中、Ｒ１、Ｒ４は炭素数１～４のアルキル基を表し、Ｒ２、Ｒ３は
炭素数１～４のアルキル基、又は連結して３～６員環を形成する基を表し、Ｙ１、Ｙ２は
各々独立に有機基を表し、ＸはＣｌＯ４、ＢＦ４、ＰＦ６、ＳｂＦ６を表す）で表される
有機色素とを有し、
　上記第２の記録層に、少なくとも下記化３に示す一般式で表される有機色素と、下記化
４に示す一般式で表される有機色素とを有する
　光記録媒体。
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【化１】

【化２】

【化３】

【化４】

【請求項２】
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　上記化１に示す有機色素が、下記の化５に示す構造式の材料とされて成る
　請求項１記載の光記録媒体。
【化５】

【請求項３】
　上記化２に示す有機色素が、下記の化６に示す構造式の材料とされて成る
　請求項１記載の光記録媒体。
【化６】

【請求項４】
　上記化３に示す有機色素が、下記の化７に示す構造式の材料とされて成る
　請求項１記載の光記録媒体。
【化７】

【請求項５】
　上記化４に示す有機色素が、下記の化８に示す構造式の材料とされて成る
　請求項１記載の光記録媒体。
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【化８】

【請求項６】
　上記第１の記録層において、上記化１に示す有機色素の重量をＷ１、上記化２に示す有
機色素の重量をＷ２としたとき、
　　０．５≦Ｗ２／（Ｗ１＋Ｗ２）≦０．９
とされて成るか、又は、上記化３に示す有機色素の重量をＷ３、上記化４に示す有機色素
の重量をＷ４としたとき、
　　０．４≦Ｗ４／（Ｗ３＋Ｗ４）≦０．８
とされて成る
　請求項１記載の光記録媒体。
【請求項７】
　上記第１の記録層に、失活剤が添加されて成り、
　上記第１の記録層において、上記化１に示す有機色素の重量をＷ１、上記化２に示す有
機色素の重量をＷ２、上記失活剤の重量をＷ５とすると、
　　０．０５≦Ｗ５／（Ｗ１＋Ｗ２＋Ｗ５）≦０．３０
とされて成るか、又は、上記化３に示す有機色素の重量をＷ３、上記化４に示す有機色素
の重量をＷ４、上記失活剤の重量をＷ５とすると、
　　０．０５≦Ｗ５／（Ｗ３＋Ｗ４＋Ｗ５）≦０．３０
とされて成る
　請求項１記載の光記録媒体。
【請求項８】
　上記第１の記録層、上記第２の記録層の少なくともいずれかにおいて、フタロシアニン
色素が添加されて成る
　請求項１記載の光記録媒体。
【請求項９】
　上記第１の記録層において、上記化１に示す有機色素の重量をＷ１、上記化２に示す有
機色素の重量をＷ２、上記失活剤の重量をＷ５、上記フタロシアニン色素の重量をＷ６と
すると、
　　０．０１≦Ｗ６／（Ｗ１＋Ｗ２＋Ｗ５＋Ｗ６）≦０．１０
とされて成るか、又は、上記化３に示す有機色素の重量をＷ３、上記化４に示す有機色素
の重量をＷ４、上記失活剤の重量をＷ５、上記フタロシアニン色素の重量をＷ６とすると
、
　　０．０１≦Ｗ６／（Ｗ３＋Ｗ４＋Ｗ５＋Ｗ６）≦０．１０
とされて成る
　請求項８記載の光記録媒体。
【請求項１０】
　上記第１の記録層の吸収の極大波長における光学濃度をＯＤ（Ｌ０）とすると、
　　０．３５≦ＯＤ（Ｌ０）≦０．７０
とされて成る
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　請求項１記載の光記録媒体。
【請求項１１】
　上記第２の記録層において、上記化３に示す有機色素の重量をＷ３、上記化４に示す有
機色素の重量をＷ４としたとき、
　　０．１≦Ｗ４／（Ｗ３＋Ｗ４）≦０．５
とされて成る
　請求項１記載の光記録媒体。
【請求項１２】
　上記第２の記録層に、失活剤が添加されて成り、
　上記第２の記録層において、上記化３に示す有機色素の重量をＷ３、上記化４に示す有
機色素の重量をＷ４、上記失活剤の重量をＷ５としたとき、
　　０．０５≦Ｗ５／（Ｗ３＋Ｗ４＋Ｗ５）≦０．３０
とされて成る
　請求項１記載の光記録媒体。
【請求項１３】
　上記第２の記録層において、上記化３に示す有機色素の重量をＷ３、上記化４に示す有
機色素の重量をＷ４、上記失活剤の重量をＷ５、上記フタロシアニン色素の重量をＷ６と
したとき、
　　０．０１≦Ｗ６／（Ｗ３＋Ｗ４＋Ｗ５＋Ｗ６）≦０．１０
とされて成る
　請求項８記載の光記録媒体。
【請求項１４】
　上記第２の記録層の吸収の極大波長における光学濃度をＯＤ（Ｌ１）とすると、
　　０．３５≦ＯＤ（Ｌ１）≦０．７０
とされて成る
　請求項１記載の光記録媒体。
【請求項１５】
　上記光記録媒体の半透過反射層の材料がＡｇ合金であり、その膜厚をＴとすると、
　　１１ｎｍ≦Ｔ≦１６ｎｍ
とされて成る
　請求項１記載の光記録媒体。
【請求項１６】
　有機色素を含有する記録層を少なくとも一層以上備えた光記録媒体において、
　上記記録層に、少なくとも上記化３に示す一般式（式中、Ｒ１、Ｒ２は炭素数１～４の
アルキル基を表し、Ｙ１、Ｙ２は各々独立に有機基を表し、ＸはＣｌＯ４、ＢＦ４、ＰＦ

６、ＳｂＦ６を表す）で表される有機色素と、上記化４に示す一般式（式中、Ｒ１、Ｒ４
は炭素数１～４のアルキル基を表し、Ｒ２、Ｒ３は炭素数１～４のアルキル基、又は連結
して３～６員環を形成する基を表し、Ｙ１、Ｙ２は各々独立に有機基を表し、ＸはＣｌＯ

４、ＢＦ４、ＰＦ６、ＳｂＦ６を表す）で表される有機色素とを有する
　光記録媒体。
【請求項１７】
　グルーブが形成された光透過性の基板上に、少なくとも第１の記録層と、半透過性反射
層とを積層形成し、
　上記半透過性反射層上に、光硬化性材料層を被着し、
　上記光硬化性材料層上に、グルーブパターンが形成されたスタンパーを押圧した状態で
、光を照射して上記光硬化性材料層を硬化して光透過性材料層を形成し、
　上記光透過性材料層から上記スタンパーを剥離した後、少なくとも第２の記録層と、反
射層とを積層形成して光記録媒体を製造する光記録媒体の製造方法であって、
　上記第１の記録層に、少なくとも上記化１に示す一般式（式中、Ｒ１は炭素数１～４の
アルキル基を表し、Ｒ２、Ｒ３はそれぞれ炭素数１～４のアルキル基、ベンジル基又は連
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結して３～６員環を形成する基を表し、Ｙ１、Ｙ２は各々独立に有機基を表し、ＸはＣｌ
Ｏ４、ＢＦ４、ＰＦ６、ＳｂＦ６を表すで表される有機色素）と、上記化２に示す一般式
（式中、Ｒ１、Ｒ４は炭素数１～４のアルキル基を表し、Ｒ２、Ｒ３はそれぞれ炭素数１
～４のアルキル基、ベンジル基又は連結して３～６員環を形成する基を表し、Ｙ１、Ｙ２
は各々独立に有機基を表し、ＸはＣｌＯ４、ＢＦ４、ＰＦ６、ＳｂＦ６を表す）で表され
る有機色素とを有するか、又は、上記第１の記録層に、少なくとも上記化３に示す一般式
（式中、Ｒ１、Ｒ２は炭素数１～４のアルキル基を表し、Ｙ１、Ｙ２は各々独立に有機基
を表し、ＸはＣｌＯ４、ＢＦ４、ＰＦ６、ＳｂＦ６を表す）で表される有機色素と、上記
化４に示す一般式（式中、Ｒ１、Ｒ４は炭素数１～４のアルキル基を表し、Ｒ２、Ｒ３は
炭素数１～４のアルキル基、又は連結して３～６員環を形成する基を表し、Ｙ１、Ｙ２は
各々独立に有機基を表し、ＸはＣｌＯ４、ＢＦ４、ＰＦ６、ＳｂＦ６を表す）で表される
有機色素とを有する材料を用い、
　上記第２の記録層に、少なくとも上記化３に示す一般式で表される有機色素と、上記化
４に示す一般式で表される有機色素とを有する材料を用いる
　光記録媒体の製造方法。
【請求項１８】
　グルーブが形成された光透過性の第１の基板上に、少なくとも第１の記録層と、半透過
性反射層とが積層形成され、上記グルーブとは逆極性のグルーブが形成された第２の基板
上に、少なくとも反射層と、第２の記録層とが積層形成され、少なくとも光透過性材料部
を挟んで、上記第１の基板上の上記半透過性反射層と、上記第２の基板上の上記第２の記
録層とを接合して形成される光記録媒体において、
　上記第１の記録層に、少なくとも上記化１に示す一般式（式中、Ｒ１は炭素数１～４の
アルキル基を表し、Ｒ２、Ｒ３はそれぞれ炭素数１～４のアルキル基、ベンジル基又は連
結して３～６員環を形成する基を表し、Ｙ１、Ｙ２は各々独立に有機基を表し、ＸはＣｌ
Ｏ４、ＢＦ４、ＰＦ６、ＳｂＦ６を表す）で表される有機色素と、上記化２に示す一般式
（式中、Ｒ１、Ｒ４は炭素数１～４のアルキル基を表し、Ｒ２、Ｒ３はそれぞれ炭素数１
～４のアルキル基、ベンジル基又は連結して３～６員環を形成する基を表し、Ｙ１、Ｙ２
は各々独立に有機基を表し、ＸはＣｌＯ４、ＢＦ４、ＰＦ６、ＳｂＦ６を表す）で表され
る有機色素とを有するか、又は、上記第１の記録層に、少なくとも上記化３に示す一般式
で表される有機色素（式中、Ｒ１及びＲ２は炭素数１～４のアルキル基を表し、Ｙ１、Ｙ
２は各々独立に有機基を表し、ＸはＣｌＯ４、ＢＦ４、ＰＦ６、ＳｂＦ６を表す）と、上
記化４に示す一般式（式中、Ｒ１、Ｒ４は炭素数１～４のアルキル基を表し、Ｒ２、Ｒ３
は炭素数１～４のアルキル基、又は連結して３～６員環を形成する基を表し、Ｙ１、Ｙ２
は各々独立に有機基を表し、ＸはＣｌＯ４、ＢＦ４、ＰＦ６、ＳｂＦ６を表す）で表され
る有機色素とを有し、
　上記第２の記録層に、少なくとも上記化３に示す一般式で表される有機色素と、上記化
４に示す一般式で表される有機色素とを有する
　光記録媒体。
【請求項１９】
　上記第２の記録層の吸収の極大波長における光学濃度をＯＤ（Ｌ１）とすると、
　　０．７０≦ＯＤ（Ｌ１）＜１．０
とされて成る
　請求項１８記載の光記録媒体。
【請求項２０】
　グルーブが形成された光透過性の第１の基板上に、少なくとも第１の記録層と、半透過
性反射層とを積層形成し、
　上記グルーブとは逆極性のグルーブが形成された第２の基板上に、少なくとも反射層と
、第２の記録層とを積層形成し、
　光透過性材料部を挟んで、上記第１の基板上の上記半透過性反射層と、上記第２の基板
上の上記第２の記録層とを接合し、光記録媒体を製造する光記録媒体の製造方法であって
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、
　上記第１の記録層に、少なくとも上記化１に示す一般式（式中、Ｒ１は炭素数１～４の
アルキル基を表し、Ｒ２、Ｒ３はそれぞれ炭素数１～４のアルキル基、ベンジル基又は連
結して３～６員環を形成する基を表し、Ｙ１、Ｙ２は各々独立に有機基を表し、ＸはＣｌ
Ｏ４、ＢＦ４、ＰＦ６、ＳｂＦ６を表す）で表される有機色素と、上記化２に示す一般式
（式中、Ｒ１、Ｒ４は炭素数１～４のアルキル基を表し、Ｒ２、Ｒ３はそれぞれ炭素数１
～４のアルキル基、ベンジル基又は連結して３～６員環を形成する基を表し、Ｙ１、Ｙ２
は各々独立に有機基を表し、ＸはＣｌＯ４、ＢＦ４、ＰＦ６、ＳｂＦ６を表す）で表され
る有機色素とを有するか、又は、上記第１の記録層に、少なくとも上記化３に示す一般式
（式中、Ｒ１及びＲ２は炭素数１～４のアルキル基を表し、Ｙ１、Ｙ２は各々独立に有機
基を表し、ＸはＣｌＯ４、ＢＦ４、ＰＦ６、ＳｂＦ６を表す）で表される有機色素と、上
記化４に示す一般式（式中、Ｒ１、Ｒ４は炭素数１～４のアルキル基を表し、Ｒ２、Ｒ３
は炭素数１～４のアルキル基、又は連結して３～６員環を形成する基を表し、Ｙ１、Ｙ２
は各々独立に有機基を表し、ＸはＣｌＯ４、ＢＦ４、ＰＦ６、ＳｂＦ６を表す）で表され
る有機色素とを有する材料を用い、
　上記第２の記録層に、少なくとも上記化３に示す一般式で表される有機色素と、上記化
４に示す一般式で表される有機色素とを有する材料を用いる
　光記録媒体の製造方法。
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